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コ
ペ
ン
ハ
i

ゲ
ン
の
古
本
屋

手話

賀

繁

美

昨
年
、
日
文
研
の
客
員
教
授
で
い
ら
し
た
鶴
田
欣
也
先
生
が
企
画
に
参
画
さ
れ
て
、
一
九
九
八
年
九
月
に
コ

ベ
ン
ハ
l
ゲ
ン
で
「
幻
想
の
西
洋
巡
礼
か
ら
憧
慢
の
日
本
へ
の
回
帰
」
と
題
す
る
会
議
が
持
た
れ
た
。
巡
礼
研

究
の
宗
教
学
者
イ
ア
ン
・
リ
ー
ダ
ー
が
キ
1
・
ノ
ー
ト
・
ス
ピ
ー
チ
、
会
議
そ
の
も
の
は
小
泉
八
雲
や
森
鴎
外

に
は
じ
ま
り
、
荷
風
や
谷
崎
、
横
光
を
通
過
し
、
伊
藤
整
、
遠
藤
周
作
、
大
庭
み
な
子
さ
ら
に
は
大
江
か
ら
村

上
春
樹
ま
で
を
視
野
に
収
め
る
、
充
実
し
た
会
合
だ
。
事
前
に
ベ
イ
パ
ー
を
全
員
に
配
布
し
、
会
議
の
席
で
は

口
頭
の
要
約
あ
る
い
は
追
補
。
続
い
て
さ
っ
そ
く
参
加
者
全
員
に
よ
る
討
論
、
と
い
う
鶴
田
方
式
。
そ
の
お
陰

で
、
と
も
す
れ
ば
退
屈
な
ベ
イ
パ
l
の
読
み
の
儀
式
に
な
り
が
ち
な
学
会
と
は
ま
る
で
雰
囲
気
が
違
う
。
と
り

わ
け
鶴
田
先
生
の
即
妙
の
冗
談
や
ら
質
問
が
参
加
者
に
伝
染
じ
て
ゆ
く
様
子
に
は
感
心
。
主
催
者
の
コ
ベ
ン
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ハ
l

ゲ
ン
大
学
教
授
、
長
島
要
一
先
生
の
周
到
な
手
配
で
、
会
場
に
は
旧
市
街
の
真
っ
只
中
に
位
置
す
る
コ
ベ

ン
ハ
1

ゲ
ン
大
学
本
部
の
、
由
緒
あ
る
歴
史
建
造
物
が
選
ば
れ
た
の
も
幸
い
し
た
。

当
方
は
と
い
え
ば
、
西
欧
・
北
米
以
外
で
開
催
さ
れ
る
学
会
へ
の
渡
航
補
助
金
と
い
う
、
学
術
振
興
会
か
ら

の
ま
こ
と
に
ぴ
っ
た
り
な
助
成
に
、
作
文
を
し
て
応
募
し
な
が
ら
、
あ
っ
け
な
く
断
ら
れ
た
り
し
て
、
何
ほ
ど

の
貢
献
も
で
き
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
会
議
後
、
ス
l

ザ
ン
・
ネ
イ
ピ
ア
が
ア
ジ
ア
研
究
所
で
学
生
相
手
に

行
っ
た
、
ナ
ウ
シ
カ
以
降
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
に
至
る
八
0
年
代
以
降
の
日
本
の
ア
ポ
カ
リ
プ
ス
・
ア
ニ
メ
に

つ
い
て
の
刺
激
的
な
講
演
(
あ
る
い
は
実
に
教
育
的
な
巧
い
授
業
)
に
、
飛
び
入
り
で
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
を
や

ら
さ
れ
、
大
津
真
幸
や
四
方
田
犬
彦
、
リ
ヴ
ィ
ア
・
モ
ネ
の
受
け
売
り
を
即
興
で
ひ
と
く
さ
り
。
思
え
ば
二
年

ま
之
も
ル
ン
ド
で
ノ
l

マ
ン
・
ゃ
フ
ラ
イ
ソ
ン
の
講
演
に
口
を
出
し
、
三
島
の
首
切
り
後
上
演
の
サ
ロ
メ
に
言
及

し
、
森
村
泰
昌
の
『
マ
ネ
』
の
真
似
の
黒
猫
に
置
換
さ
れ
た
招
き
猫
の
民
俗
学
的
由
来
を
開
陳
し
た
こ
と
も
あ

る
。
予
期
せ
ぬ
展
開
だ
け
に
悪
く
な
い
経
験
で
あ
っ
た
。

だ
が
本
日
の
と
こ
ろ
は
、
学
会
報
告
は
棚
上
げ
に
し
て
、
長
田
兄
に
倣
い
、
古
本
屋
の
話
に
し
よ
う
。
旅
行

者
に
は
便
利
な
こ
と
に
、
十
軒
以
上
の
古
本
屋
が
旧
市
街
の
路
地
に
、
密
集
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
点
在
し

て
い
る
。
市
庁
舎
す
ぐ
近
く
の
宿
の
前
の
通
り
か
ら
一
本
ず
れ
た

F
S
品
2
ω
可
包
含
に
は
、
十
五
番
地
に

H
M
E
R
の
円
o
m
o
-
-

イ
k
r
E
-
w
g
江
川
伊
丹
@
、
隣
の
九
番
地
に
は
回
4
b
m
2
h
w
H
ハ
ロ
ユ
。
g
@
が
並
ん
で
い
る
。
駅
前
か
ら

市
内
に
向
か
う
中
央
の
通
り
は
出
・
ゎ
・
〉
E
2
8
5
回
2
-
o
g
a
を
越
え
る
と
歩
行
者
天
国
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
司
店
内
田
向
停
ω
V
2
m
m
m
【
目
。
を
五
分
ほ
ど
道
な
り
に
行
く
と
、
左
手
に
緑
地
に
固
ま
れ
て
国
巳
出
窓
口
平

島
庄
内
g
と
い
う
教
会
が
見
え
る
。
そ
の
あ
た
り
で
、
向
か
っ
て
右
手
に
も
う
一
本
平
行
し
て
い
る
通
り
に
入

れ
ば
、
そ
こ
が
、
円
包
含
円
巳
g
o
p
。
ま
ず
回
R
m
R
h
w
同
ロ
ユ
。
g
。
安
く
て
良
い
本
や
で
す
よ
、
と
長
島
さ
ん

に
言
わ
れ
て
訪
れ
た
の
だ
が
、
さ
っ
そ
く
長
年
探
し
て
い
た
本
に
何
冊
も
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
。

19 



20 

真
っ
先
に
目
に
飛
び
込
ん
だ
の
は
Z
宏
の

g
g
ω
s
s
z
p
h
h
g兵
S
S

忌
ミ
凡
民
営
み
司
法
的
訟
の
会
認
定
、
­

S
F
出
島
自
ロ

o
v
z
g
p
F
S円y
s
g
。
地
味
な
学
術
書
、
だ
が
、
マ
ネ
研
究
で
は
歴
史
に
残
る
名
著
。
と
は

い
え
日
本
で
は
容
易
に
参
照
で
き
ず
、
前
著
『
絵
画
の
黄
昏
』
の
執
筆
の
際
に
も
、
三
浦
篤
さ
ん
か
ら
一
部
の

コ
ピ
ー
を
拝
借
し
た
だ
け
で
、
全
部
に
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
ず
、
早
速
阿
部
良
雄
氏
の
書
評
で
そ
の
部
分
の

不
明
を
指
摘
さ
れ
て
煮
え
湯
を
飲
む
思
い
の
し
た
、
日
く
付
き
の
本
。
思
え
ば
大
学
都
市
ル
ン
ド
は
海
峡
越
し

に
小
一
時
間
の
目
と
鼻
の
先
。
西
欧
の
市
場
で
は
決
し
て
出
て
こ
な
い
本
が
、
コ
ベ
ン
ハl
ゲ
ン
に
転
が
っ
て

い
る
の
も
道
理
。
値
段
は
一
五
O
ク
ロ
ー
ネ
だ
か
ら
、
ざ
っ
と
三
千
円
。
こ
れ
に
気
を
良
く
し
て
書
棚
と
腕
め

っ
こ
を
始
め
る
や
、
来
店
し
て
何
分
も
た
た
ぬ
の
に
、
店
番
の
女
性
が
コ
ー
ヒ
ー
は
如
何
と
言
う
。
喫
茶
店
も

兼
ね
て
い
る
の
か
し
ら
、
な
ど
と
一
瞬
戸
惑
う
。
結
局
無
料
で
(
な
ぜ
か
)
お
茶
を
一
杯
振
る
舞
っ
て
く
れ
た
。

一
見
さ
ん
の
店
で
い
き
な
り
お
茶
を
出
さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
体
験
だ
。

棚
を
見
て
ゆ
く
と
、
掘
り
出
し
物
が
続
出
。
最
近
の
も
の
で
は
、
パ
リ
で
は
も
う
絶
対
に
入
手
不
可
能
で
、

編
者
の
ジ
ャ
ン
H

ユ
ベ
l

ル
・
マ
ル
タ
ン
も
困
っ
て
い
る
、
ポ
ン
ピ
ド

l

・
セ
ン
タ
ー
の
足
。

h
&
s
g
h守
宮

町
内
司

、
芯
店
。
∞
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
が
、
や
は
り
た
っ
た
百
五
O
ク
ロ
ー
ネ
。
な
ぜ
か
再
版
が
出
ず
困
っ
て
い
た

旨
宮
島
窓
口

F
ミ
ミ

a
n
E
S
ミ

S
R
N
S
b
S
N
F
5
2
ほ
か
一
九
五
五
年
の
富
。
冨
〉
紹
介
の
フ
ラ
ン
ス

語
版
』
h
b号
、S

号
E
ミ
唱
喝
さ
吾
、
言
、
~
お
き

s
h
G
札
。
内
町
ミ
選
。
吾
、
F

」
〈S
S

込
(
』
向
。
遺
お
は
ど
う
み
て
も
改
装
以
前

の
空
間
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
緊
張
感
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
記
録
と
し
て
も
歴
史
的
価
値
が
あ
る
)
。
マ
ネ
受

容
史
で
落
と
せ
な
い
何
百
宏
司
色
色
B
S
F

同
号
き
ミ
』
忌
ミ

H
h
2
5
8
巴
B
F

回
q
E
L
S
ω
。
最
近
仏
訳
は

出
た
が
、
や
は
り
原
著
が
必
要
な
国
自

ω

司
江
口N
V
R
P思
ミ
ミ
ミ
ミ
号
、

c
S
雲
町
、
a
s
s
-
E
-
E
ω
ω
胃

E
m
o
F

回
。
円-
F
S
N
N
な
ど
が
安
価
で
造
作
も
な
く
転
が
っ
て
い
る
。
ぎ
芹
。
門
戸
。
】

ν
w
p
h泣
き
也
、
喝
、
8
h
R
込
さ
ね
守

門
U
h
N
込
町
内
ぬw
F
E
E
Z
E
-
-
円
R
R
m
g
p
Z
包
芹
R
P

回
奇
想
日
。
・5
0
N
は
世
紀
末
の
雰
囲
気
を
濃
厚
に
残
し
、



日
本
版
画
に
つ
い
て
も
実
に
気
の
利
い
た
選
択
が
あ
る
。
今
世
紀
初
頭
に
お
け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
大
全
鳥
敵
に

は
も
っ
て
こ
い
の
書
物
と
い
え
る
。

こ
の
本
屋
さ
ん
は
芸
術
と
工
芸
が
専
門
だ
と
歌
い
文
句
に
は
あ
る
が
、
そ
ん
な
に
広
く
も
な
い
店
内
は
文
学

そ
の
ほ
か
も
充
実
し
て
い
る
。
音
楽
関
係
は
省
略
す
る
が
、
文
学
で
は
と
り
わ
け
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
デ
ィ
ネ
l

セ

ン
/
カ
レ
ン
・
ブ
リ
ク
セ
ン
関
係
は
、
原
語
か
ら
翻
訳
、
伝
記
や
写
真
集
ま
で
含
め
て
、
壁
一
面
を
覆
う
ほ
ど
。

横
の
歴
史
の
棚
に
は
、
ム
ッ
ソ
l

ニ
の
娘
婿
で
、
裏
切
ら
れ
非
業
の
最
後
を
遂
げ
た
若
き
外
務
大
臣
チ
ア
ノ
の

『
日
記
』
の
英
訳
初
版
、
な
ど
と
い
う
の
も
あ
る
。
そ
れ
や
こ
れ
や
、
こ
こ
で
買
わ
ね
ば
ま
ず
も
う
お
目
に
書

か
れ
ぬ
代
物
を
摘
ま
み
出
す
と
、
結
局
床
の
う
え
に
ひ
と
山
が
築
か
れ
た
。
発
送
を
依
頼
す
る
と
、
現
金
支
払

い
な
ら
一
割
引
き
。
そ
の
割
引
分
で
航
空
運
賃
を
カ
ヴ
ァ
ー
で
き
る
と
い
う
。
当
方
が
ニ
ュ
l

・
ヨ

l

ク
に
来

て
一
週
間
も
せ
ぬ
う
ち
に
、
大
き
な
箱
に
丁
寧
に
詰
め
込
ま
れ
て
、
一
式
無
事
到
着
し
た
。

お
隣
り
の
司
立
R

の
8
8
-
-
w
ω〉ロE
w
g
江
主
@
は
す
こ
し
高
級
っ
ぽ
い
店
構
え
で
敬
遠
し
て
い
た
の
だ
が
、

一
軒
目
で
伺
う
と
、
安
く
て
出
物
も
あ
る
と
の
助
言
な
の
で
、
扉
を
押
し
て
階
段
を
下
る
。
皮
革
装
の
古
め
か

し
い
全
集
や
時
代
物
の
脇
に
、
こ
れ
ま
た
充
実
し
た
美
術
欄
が
壁
一
面
。
ボ
l

ル
・
ゴ
l

ギ
ャ
ン
の
『
ノ
ア
ノ

ア
』
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
版
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
原
色
複
製
一
九
四
七
年
が
三
五
O
ク
ロ
ー
ネ
。
こ
れ
に
限
ら
ず
ゴ
l

ギ
ャ
ン
の
手
稿
に
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
モ
リ
ス
に
よ
る
改
賓
と
、
ゴ

l

ギ
ャ
ン
自
身
に
よ
る
再
加
筆
な
ど
が
あ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
と
や
や
こ
し
い
。
「
正
統
初
版
本
」
の
複
製
は
パ
リ
で
一
九
八
八
年
に
も
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
と
本
文
を
比
べ
る
た
め
に
も
、
ひ
と
ま
ず
出
費
を
惜
し
む
わ
け
に
は
行
く
ま
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
事
情

を
知
ら
な
い
日
本
の
古
本
屋
に
転
売
す
る
な
ら
、
十
万
円
は
堅
い
か
ら
、
損
は
す
ま
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
宮
昆

-O
問
。m
R
・
冨
R
u
p
hむ
の
さ
さ
ミ
ミ
合S
Q
r
S
N
刀
ミ
ミ
円
弱
、
忌
足
。
ミ
ミ
む
さ
と
。
柏

h
a
w開
E
'

z
。
ロ
ω

同
遺
骨
目
。pg
-
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れ
て
し
ま
っ
た
大
判
の
複
製
を
多
数
含
み
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
今
日
で
は
収
集
家
む
き
の
本
だ
ろ
う
。
だ
が
、

当
方
と
し
て
は
、
創
作
版
画
評
価
史
の
一
環
と
し
て
、
フ
ァ
シ
オ
ン
や
レ
オ
ン
・
ロ
1

ザ
ン
タ
l

ル
の
世
代
と

ア
デ
マ
l

ル
か
ら
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ム
ロ
に
い
た
る
研
究
史
と
の
あ
い
だ
を
繋
ぐ
著
作
と
し
て
無
視
で
き
な
い
。

あ
と
は
研
究
の
必
要
上
か
ら
、
ま
だ
青
い
本
だ
が
L
Fぎ
h
n
N
H
町
、
喝
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
∞
ロ

B
5
5
E
S
F
ω
片
山Z
E

巴
。p
d
司
g
F
E
m
g
p
g∞
斗
が
三
五
O
ク
ロ
ー
ネ
な
の
で
、
つ
い
で
に
購
入
(
ま
あ
妥
当
な
値
段
で
す
ね
)
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
さ
っ
そ
く
入
用
な
本
の
ひ
と
つ
が
準
備
で
き
た
。
や
は
り
こ
こ
は
老
舗
で
手
堅
い
商
売
と
見

え
た
が
、
年
四
回
ほ
ど
充
実
し
た
カ
タ
ロ
グ
も
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
期
待
も
せ
ず
に
バ
ラ
バ
ラ
捲
る
と
、
も

う
店
頭
か
ら
は
消
滅
し
て
い
た
も
の
の
、
今
世
紀
初
期
の
出
版
物
で
、
ベ
ル
リ
ン
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
古
書

店
で
も
め
っ
た
に
出
な
い
本
が
、
あ
ち
こ
ち
に
自
に
留
ま
る
。
さ
す
が
に
値
段
は
抜
け
目
な
い
が
、
そ
れ
で
も

一
ー
ー
二
万
円
代
で
、
天
金
皮
革
装
な
ら
文
句
も
言
え
ま
い
。

先
ほ
ど
述
べ
た
教
会
を
囲
む
広
場
の
反
対
側
に
も
何
軒
か
、
も
っ
と
古
色
蒼
然
た
る
店
が
あ
っ
た
。

同
g
g
g
k
F
耳
目w
g
丘
町F
ω
w
-
E
R官
庁
忠
⑤
は
中
央
の
歩
行
者
天
国
か
ら
左
手
の
コ
ペ
ン
ハ
I
ゲ
ン
大
学
本

部
の
あ
る
通
り
よ
り
ひ
と
つ
手
前
を
右
に
入
っ
て
す
ぐ
。
薄
暗
い
半
地
下
は
、
奥
に
ゆ
く
ほ
ど
頼
り
な
い
木
造

の
書
架
が
う
ね
う
ね
と
続
き
、
そ
の
洞
窟
が
白
熱
灯
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
か
な
り
雑
然
と
し
た
棚
に
目
を
凝

ら
す
と
、
ま
た
し
て
も
、
あ
る
。
ま
ず
、
E
E
ω
冨
巴
2
・p
m
o
F
思
。
さ
ミ

h
h
g
R】6
2
h
W
E
-
-
3円-
ω
m
w

冨
官
。
F
8
・5
H
N
。
初
版
本
。
た
っ
た
の
百
ク
ロ
ー
ネ
。
日
本
に
も
何
冊
も
あ
る
は
ず
だ
が
、
図
書
管
理
の
電

算
機
化
に
乗
り
そ
こ
ね
、
相
互
貸
借
で
は
入
手
で
き
ず
に
い
た
代
物
。Z
8
8

忠
ロ
怠

-
z
w
N
N』h
s
h偽
札
ミ

h
ミ
送
還
吉
明
刷
、hw
H
ι
σ
司
包
岡
山
。
窓
口
。
g

円
門Y
】ν包
ω
・
H
U
H
Nは
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
現
代
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
復
元
に
は
不
可
欠
。
こ
れ
も
わ
ず
か
百
五
O
ク
ロ
ー
ネ
。
さ
ら
に
毛
色
与

R
F

の
同
さ
も
さ
包
な
ミ
えS

(
N
U
O
句
、
)
と
い
う
奇
怪
な
巨
大
二
冊
本
ま
で
、
そ
こ
そ
こ
の
値
段
で
放
置
さ
れ
て
い
た
。



少
々
匝
然
と
し
た
の
が
、
3

・巳
の
m
wロ
担
比H
r
h
e
a
ミ
ミ

k
曲
、
芯
的[
5
0
ω
]の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
、
。
仏
・3
・z
­

n
山
岳
〉
ロ
【
由
民
ω
。
ロ
一
】
-
n宵
・
ω
$
5
5
8
2
0
0・
。
。
旬
。
己
g
m
o
[年
代
記
載
な
し
]
。
三
百
五
十
ク
ロ
ー
ネ
(
ち

な
み
に
3
5
円
。
5
8
-
-
d
k
r
ロ
E
-
q
R
E

で
は
お
な
じ
版
の
装
丁
を
や
り
直
し
て
、
二
倍
以
上
の
価
格
で
売
っ

て
い
た
V。
こ
の
本
の
原
稿
は
ゴ
l

ギ
ャ
ン
が
死
去
す
る
直
前
に
ア
ン
ド
レ
・
フ
ォ
ン
タ
ナ
ス
に
発
送
し
た
も

の
の
、
プ
ァ
ン
タ
ナ
ス
は
出
版
に
漕
ぎ
着
け
ず
、
コ
ベ
ン
ハ
1

ゲ
ン
に
住
ん
で
い
た
メ
ッ
ト
・
ゴ
l

ギ
ャ
ン
未

亡
人
の
手
で
、
一
九
一
四
年
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
ル
ネ
・
ユ
イ
グ
解

題
に
よ
る
フ
ァ
ク
シ
ミ
り
版
も
パ
り
で
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
市
場
価
格
は
、
日
本
で
は
十
万
円
を
下
ら

な
い
。
と
は
い
え
当
方
の
関
心
は
、
ゴ
l

ギ
ャ
ン
が
表
紙
見
返
し
に
貼
り
付
け
た
浮
世
絵
。
『
化
競
郭
夜
棲
』
(
ば

け
く
ら
べ
く
る
わ
よ
ざ
く
ら
)
と
あ
る
花
魁
絵
が
、
左
扉
に
ゴ

l

ギ
ャ
ン
自
身
の
版
画
と
並
べ
ら
れ
、
右

扉
側
に
は
、
そ
れ
と
は
別
ら
し
く
国
綱
(
二
代
国
輝
)
筆
と
あ
る
歌
舞
伎
舞
台
が
貼
つ
で
あ
る
の
が
ミ
ソ
。
事

情
通
は
先
刻
ご
存
じ
の
と
お
り
、
『
前
後
録
』
の
本
文
に
は
ゴ
l

ギ
ャ
ン
自
身
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
し
『
・
k
r・

宮
。
q
g
v
g
E

の
民
俗
学
的
知
見
や
画
家
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
芸
術
論
な
ど
か
ら
の
、
断
り
書
き
の
な
い
借
用
が

満
ち
て
い
る
。
文
の
み
な
ら
ず
絵
画
そ
の
も
の
で
も
、
ゴ
l

ギ
ャ
ン
は
他
人
か
ら
剰
窃
ば
か
り
し
て
い
て
、
け

し
か
ら
ん
、
と
は
当
時
の
ピ
サ
ロ
か
ら
今
日
の
美
術
史
家
に
至
る
ま
で
繰
り
返
さ
れ
た
批
判
。
実
際
そ
の
と
お

り
だ
が
、
し
か
し
ゴ
l

ギ
ャ
ン
の
借
用
に
目
く
じ
ら
を
た
て
る
批
判
姿
勢
そ
の
も
の
が
、
か
え
っ
て
独
創
性
と

な
る
も
の
へ
の
信
仰
、
と
い
う
馬
脚
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
ゴ

l

ギ
ャ
ン
の
手
前
勝
手
な
借
用
癖
は
、
そ
う

し
た
西
欧
に
伝
統
的
な
本
物

/
借
り
物
を
弁
別
す
る
思
想
そ
の
も
の
へ
の
反
逆
で
あ
っ
た
。
そ
の
高
ら
か
な
宣

言
が
、
『
前
後
録
』
見
返
し
の
工
夫
に
見
ら
れ
る
わ
け
だ
。

も
う
一
件
で
時
間
切
れ
と
な
っ
た
。
今
の
店
か
ら
ほ
ん
の
斜
向
か
い
に
あ
る
回
。
。
宮
店
門
日
夕
ω
E
ロ
品
。
円
肉
店
内
町

民
@
。
わ
り
と
広
い
半
分
地
下
の
倉
庫
に
、
分
野
別
に
雑
多
な
本
が
気
ま
ま
に
山
と
な
っ
て
積
ま
れ
て
い
る
。

23 
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禿
げ
頭
の
主
人
が
ど
う
や
ら
一
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
ら
し
い
。
極
東
と
い
う
棚
を
見
て
い
る
と
、
国
g

門
司

。
。
。
品
目
自
編
で
冨
巳g
g
n

。
三
ミ
の
序
文
つ
き
の
同
対
応
守
常
庶
民
司
ミ
雲
海
ミh
s
\
S
R
刊
号
N
N
Sミ
吋
}
屈

の
円
片
山
品
。
-
p
g
p
s
s
が
所
在
な
げ
に
混
じ
っ
て
い
た
。
こ
の
本
、
序
文
も
充
実
し
て
い
る
が
、
本
文
の
選
択

も
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ

1

時
代
の
も
の
か
ら
、
カ
リ
ブ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
お
り
、
日
本
編
も
「
あ
る
停

車
場
に
て
」
で
始
ま
り
、
「
守
ら
れ
た
約
束
」
で
終
わ
る
と
い
う
周
到
ぶ
り
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
五
六
六
頁

の
大
冊
で
、
使
い
勝
手
も
よ
さ
そ
う
だ
。
編
者
は
枚
数
制
限
か
ら
犠
牲
に
し
た
好
編
の
多
い
こ
と
を
恨
ん
で
い

る
が
、
巻
末
の
書
誌
を
み
る
と
雨
森
ノ
ブ
シ
ゲ
の
ハ

l

ン
回
想
ま
で
き
ち
ん
と
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
。
さ
て

は
平
川
祐
弘
氏
の
隠
れ
た
種
本
の
一
冊
か
。
そ
れ
に
し
て
も
敗
戦
後
ハ

l

ン
は
見
向
き
も
さ
れ
な
く
な
っ
た
と

の
説
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ん
な
き
ち
ん
と
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ

l

が
、
ニ
ュ
l

・
ヨ

l

ク
で
ハ
イ
ネ
、
ボ

l

ド

レ
l

ル
、
ラ
ン
ボ
l

、
ヴ
ェ
ル
レ
l

ヌ
の
詩
集
と
並
ん
で
出
版
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

お
そ
ら
く
事
情
通
に
は
苦
笑
さ
れ
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
そ
ん
な
疑
問
を
解
く
鍵
を
、
お
め
お
め
逃
す
手
は

な
い
。
値
段
は
、
た
っ
た
百
五

O
ク
ロ
ー
ネ
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
も
っ
て
行
く
と
、
主
人
が
良
く
見
つ
け
た
な
、

と
い
う
顔
つ
き
で
ニ
ヤ
リ
と
す
る
。
つ
い
で
に
ケ
l

テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
ド
イ
ツ
語
版
『
自
伝
』
と
い
う
文

庫
本
も
、
た
っ
た
五
O
ク
ロ
ー
ネ
な
の
で
、
購
入
。
つ
い
十
日
ほ
ど
ま
え
の
プ
ラ
ハ
の
学
会
で
は
、
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
グ
の
ル
ド
ル
フ
・
ワ
グ
ナ

l

の
質
問
に
答
え
て
、
辛
亥
革
命
後
の
中
国
で
の
表
現
主
義
の
流
行
と
、
第
一

次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
表
現
主
義
に
お
け
る
シ
ナ
趣
味
と
の
競
合
現
象
に
も
言
及
し
た
ば
か
り
。
そ
う
し
た

背
景
を
考
え
れ
ば
、
魯
迅
が
ケ
l

テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
取
り
上
げ
た
理
由
も
明
ら
か
に
な
る
は
ず
だ
。
そ
ん

な
思
い
つ
き
の
備
忘
録
と
し
て
も
最
適
な
買
い
物
だ
ろ
う
。

い
さ
さ
か
筆
者
個
人
の
趣
味
に
引
き
付
け
す
ぎ
た
古
書
店
案
内
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
視
野
狭
窄

の
当
方
で
も
こ
の
程
度
の
成
果
あ
り
、
と
な
れ
ば
、
北
欧
大
都
市
と
い
う
市
場
が
以
外
な
穴
場
で
あ
る
こ
と
も
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が
、
郵
送
も
可
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ら

F
芹
明
言
当d
ミ
8
2
2
R

・
色
付
で
ア
ク
セ
ス
可
能
。
何
卒
ご
活
用
の
ほ

ど
を
。

し
た
。

の
大
学
生

を日
せ
で
来

説
か
れ

も
の
だ




